
ヨミ当院HPおよび外来掲示

疫学研究に関する情報公開

福島県立医科大学康科婦人科学講療でI立、本学倫理委員会の承認を得て、下認の疫学
研究を実施します。関係各位のご緩解&ご協力をお願い申し上げます。

平成23年5月 綴島県立医科大学医学部産科婦人科学講座議経主任

【研究課題名]

福島宗における慢性低線釜被爆が流滋綴綬媛!こ及ぼす影響についての研究

【研究期間] 平成23年5J守-:;p:完走29年3.1'1
【研究の意義・密約]東回本大震災につづいて、本来通るってはならない東京電力福島君事

1原子力発電所事故が起きました。この影響撃で‘福重量襲皇内の喜重喜章放射能iま急激な上界を
示し、その減少は緩やかであるため後後約えよ悠豪華嚢被爆を生ずることになりました。こ

の、慢性低線量被爆が紛裏書綬緩iこ毒事饗するか議会、iこ領しては、頭要望放射線防護委員会{
花形;1ぬき〉からの、 5仮説JY(Sv)米主義(1)D会j殺の放射線被爆は全く煎還ないとの晃解はある
ものの、影響の有無を誌甥した殺をきは少ないのが務主主です。今回の事裁における環境放

射能が初裁妊娠に影響を及ぼさなかったという察署襲安是正樹することは[GRPの見解を証明
し、今後の放射線訪護にとって省鰐なものとなることが期待されます。

[研究の方法】
院徳島県内を6つの地域(県北‘録中、燦湾、会津、いわき、相馬)に分け、それ

ぞれの地域における全ての産婦人科診療機関後対象としま1""0
対象の機関を受診され、妊娠と診断dれた目撃殺さん念てが対象となります。
正常に妊娠継続された方、本軍告にも流綾となってし*った方、妊娠中絶をされ

た方の人数を 1ヶ月ごとに集計し、ぞれ*での放射能積算値.!:::合わせて検討し
ます。

【研究組織、研究機関名】

研究責任者 (所属)産科婦人科学講座(織)教綬(氏名)藤森敬也

主任研究者 (所属)産科婦人科学講座(織)議郷(氏名)野村泰久
研究分担者 (所属)産科婦人科学講獲(織)劾手{氏名)安関俊

研究分担者 (所属)庭科婦人科学講獲(豪華)義語学(氏名〉絞塚様

*滋研究i立公立大学法人福島察立医科大学徐緩委設会により主義綴Zきれています。
[本量発究!こ穣する照会せ先]
。磁究内容!こ関する閥会せの窓口

千容器か129応 援島県橿島市光が丘1
公立大学記長人権重量渠立産科大学涯学都産科書義人科学務若菱 銀浅 野村泰久
驚諮抱024-547-12きo FAX: 024-54ふ3878
E""i言語i1:詩ornur語季fmu.ac.j君

。{幾人?警報に誇遣する窓口
キ%か1295 福島祭福島市光が丘1
公立大学法人福島県立医科大学総務諜大学後議係
:024-547-1007 FAX:024-547ω1995 

。その他ご意見の窓口

:;=960-1295 福島県徳島市光が丘1
公3主コ民主幹;恋人福島県立医科大学 企酋財務課 研究支緩抱翁
024…547-1825 FAX: 024-547-1991 

EZωmail:rs@fmu.ac.jp 
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